
「
岡
目
一
目
」

　

統
計
の
取
り
方
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
数
字
は
受
け
取
り

方
で
ど
う
に
で
も
な
る
。
例
え

ば
政
府
が
低
所
得
者
の
た
め
の

住
宅
を
百
万
戸
建
て
た
と
す

る
。
こ
の
数
字
に
「
も
」
を
付

け
る
か
、「
し
か
」
を
付
け
る

か
で
、
評
価
は
逆
に
な
る
。
そ

し
て
何
よ
り
も
百
万
と
い
う
数

字
が
正
確
か
ど
う
か
が
問
題
。

　

戦
後
ア
メ
リ
カ
軍
が
日
本
に

進
駐
し
て
来
た
。
敗
戦
国
民
は

飢
え
て
い
た
。
食
糧
不
足
が
大

問
題
で
、
吉
田
茂
首
相
は
必
要

な
食
料
の
数
字
を
出
し
た
。
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
怒
っ
た
。

「
数
字
が
で
た
ら
め
だ
。
こ
ん

な
計
算
も
で
き
な
い
の
か
」と
。

　

こ
れ
に
対
し
て
吉
田
首
相

は
、「
だ
か
ら
戦
争
に
敗
け
た

の
だ
。
計
算
が
ち
ゃ
ん
と
で
き

て
い
た
ら
、
勝
っ
て
い
た
」
と

返
し
た
。
と
っ
さ
の
笑
い
は
急

場
を
救
う
。

　

吉
田
首
相
は
元
々
外
交
官
で

あ
っ
た
。「
外
交
官
と
は
、
自

国
の
利
益
の
た
め
に
、
他
国
で

詐
欺
を
働
く
者
」
と
い
う
言
い

方
も
あ
る
。
し
た
た
か
な
男
た

ち
の
駆
け
引
き
で
、
戦
後
の
日

本
は
食
い
繋
い
だ
。
白
米
の
処

理
で
、
似
た
よ
う
な
話
が
高
山

で
も
あ
っ
た
。

　

今
、
世
界
中
で
野
暮
な
だ
け

の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
ゴ
が
む
き

出
し
で
、洒
落
に
も
な
ら
な
い
。

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

 

高山市文化協会 会員募集
　高山市文化協会は、昭和２４年の設立から７０周
年を迎えます。これからも、芸術・学術の普及と向上
に関する事業を実施し、会員の皆様と地域文化の
発展に寄与していきたいと考えています。
　当協会にぜひ入会していただき、これからの高山
の文化を応援してください。
◆入会資格　どなたでもご入会いただけます。
◆年会費　個人3,000円、団体6,000円、
　　　　 賛助（企業） 10,000円
◆特典①　毎月発行する広報「高山の文化」及び各種
　　　　 案内を郵送します。
◆特典②　高山メセナメイトと同様の会員資格（チケット
　　　　 優待、他）が得られます。なお、団体会員は２名
　　　　 分賛助会員は３名分の会員資格を有します。
◆特典③　広報やHit’s FMを使い、団体の紹介や発表会
　　　　 の告知を行う事が出来ます（要申込）。また、
　　　　 団体として6月開催の高山文化フォーラムに参
　　　　 加できます。
◆特典④　会員対象の研修旅行や講演会を開催します。

「
変
化
す
る
時
代
に
文
化
の
創
造
」

一
般
社
団
法
人
　
高
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
林
　
浩

　

高
山
市
文
化
協
会
の
会
員
の
皆

様
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
当
協
会
の
事
業
に
対

し
、
格
別
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
当
協
会
の
事
業
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
な
が

ら
も
順
調
に
進
捗
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆

様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
本
年
度
は
高
山
市
文
化

協
会
が
設
立
し
て
七
十
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
戦
後

間
も
な
い
昭
和
二
十
四
年
、
日
々

の
生
活
に
も
困
窮
す
る
時
代
に
、

文
化
の
力
で
高
山
市
の
発
展
と

人
々
の
心
が
豊
か
に
な
る
こ
と
を

願
い
、協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

先
人
た
ち
の
崇
高
な
理
念
と
多
大

な
る
尽
力
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、

あ
ら
た
め
て
原
点
に
立
ち
返
る
機

会
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

三
十
年
余
続
い
た
平
成
の
時
代

が
、
間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
当
協
会
は
社

団
法
人
と
し
て
組
織
体
制
が
確
立

し
、
市
民
文
化
会
館
を
は
じ
め
、

文
化
伝
承
館
、
近
代
文
学
館
、
お

よ
び
指
定
文
化
財
の
松
本
家
と
宮

地
家
の
指
定
管
理
を
高
山
市
か
ら

受
託
す
る
等
、
事
業
の
拡
充
と
財

政
基
盤
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
様
の
お
か

げ
で
、
文
学
、
美
術
、
芸
能
、
伝

統
文
化
等
の
分
野
に
お
い
て
も
、

堅
実
な
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
今
後
の
方
向
性
を

定
め
る
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
歴
史
と
実

績
を
振
り
返
り
、
設
立
七
十
周
年

記
念
事
業
と
併
せ
て
、
次
代
へ
継

ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
新
し

い
市
民
文
化
会
館
の
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
真

に
市
民
の
た
め
の
施
設
と
な
る
よ

う
、
用
途
や
目
的
、
機
能
等
を
明

確
に
し
、
引
き
続
き
高
山
市
へ
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
飛

騨
高
山
文
化
芸
術
祭
こ
だ
ま
～

れ
」
に
は
、
当
協
会
と
し
て
も
積

極
的
に
参
画
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
様
々
な
文
化
活
動
が
一
層

市
民
に
身
近
な
も
の
と
な
り
、
そ

れ
が
郷
土
の
文
化
の
発
展
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
合
併
か
ら
十
四

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
全
市
域

が
一
体
と
な
っ
た
文
化
活
動
は
、

未
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
各
地
域
に
伝
わ
る
多

彩
な
伝
統
行
事
や
芸
能
は
、
高
山

市
の
貴
重
な
文
化
的
財
産
で
す
の

で
、
広
く
発
表
す
る
機
会
を
設
け

る
等
、
よ
り
活
発
な
活
動
が
で
き

る
環
境
を
創
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

本
年
度
は
幾
つ
か
の
大
き
い
節

目
を
迎
え
ま
す
が
、
今
日
ま
で
多

く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
き
た
大

切
な
郷
土
の
文
化
を
活
か
し
て
、

変
化
す
る
今
の
時
代
に
合
っ
た
新

し
い
文
化
を
創
造
す
る
た
め
、
一

般
社
団
法
人
高
山
市
文
化
協
会

は
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
着
実
に

歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「望郷」東勝弘（等身大、190㎝）
昭和60年第17回日展入選作品
文化会館市民ロビーに展示

高山市文化協会設立70周年記念事業　市民文化芸術鑑賞事業 ○主催　 高山市・（一社）高山市文化協会　○お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550） 

午後7時開演
午後6時30分開場水7 17

高山市民文化会館大ホール
Ｓ席〔一般〕                       5，000円
     〔メセナメイト会員〕         4，500円
     〔ジュニア（18才以下）〕   2，500円
Ａ席〔一般〕                       4，000円
     〔メセナメイト会員〕         3，500円
     〔ジュニア（18才以下）〕   2，500円

 5月25日（土）
メセナメイト先行発売 午前10時～
一般発売 午後1時～（ネット受付 午後2時～）
高山市民文化会館    　　　tel.0577-33-8333　
飛騨市文化交流センター　　tel.0577-73-0180
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席指定

チケット発売

プレイガイド

午後7時開演
午後6時30分開場木6 20

久々野公民館ホール
ＪＲ久々野駅裏、徒歩8分。無料駐車場150台

〔一般〕                     2，000円
〔メセナメイト会員〕       1，500円
〔ジュニア（18才以下）〕      500円

 4月20日（土）より
高山市民文化会館    tel.0577-33-8333　
久々野公民館　　　　tel.0577-52-3112
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席自由

チケット発売

プレイガイド

今年もや
ります！！

久々野は笑
いでいっぱ

い！！

ルシエンヌ
（トランペット）

久々野

東西爆笑王
揃い踏み！

久々野

東西爆笑王
揃い踏み！

笑
福
亭
松
喬

桂 

文
治

め
お
と
楽
団
ジ
キ
ジ
キ

辻井伸行
（ピアノ）

パトリック・ハーン
（指揮）

トム・プロジェクトプロデュース

「Ａ列車で行こう」演劇

午後7時開演
午後6時30分開場木8 29

高山市民文化会館小ホール
〔一般〕                     2，500円
〔メセナメイト会員〕       2，000円
〔ジュニア（18才以下）〕      500円

 6月22日（土）より
メセナメイト先行発売 午前10時～
一般発売 午後1時～（ネット受付 午後2時～）
高山市民文化会館    tel.0577-33-8333　
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席指定

チケット発売

プレイガイド

いつまでもたおやかな女優・石田ひかりが、新
世代女優・松風理咲と共に、北村想の宇宙的
な劇空間に挑戦する。

出　演

石
田
ひ
か
り

松
風
理
咲

5 15 水シェイプ・オブ・ウォーター（Ｒ15＋）

今後のワンコインシネマ

第90回アカデミー賞作品賞。2017年（124分）日本語音声・日本語字幕

6 12 水ラ・ラ・ランド
第89回アカデミー賞6部門受賞。ミュージカル。2016年（128分）英語音声・日本語字幕

7 15 月
・
祝ソング・オブ・ザ・シー / 海のうた

アイルランド長編アニメ。2014年（93分）日本語音声・日本語字幕

8 8 木青い山脈
吉永小百合・浜田光夫・高橋英樹。1949年（92分）日本語音声・字幕なし

8 9 金ピーターラビット
初の実写映画化。2018年（95分）日本語音声・日本語字幕
※6/30（日）奥飛騨総合文化センターにて出張上映（①午前11時～②午後2時～）

8 10 土ＫＵＢＯ/ クボ 二本の弦の秘密
ストップモーション長編アニメ。2016年（103分）日本語音声・日本語字幕

時間①午後2時～②午後7時～（開場各回30分前）全席自由500円（1回券）

高山市民文化会館小ホール

辻井伸行×ルシエンヌ辻井伸行×ルシエンヌ
パトリック・ハーン指揮 オーケストラ・アンサンブル金沢パトリック・ハーン指揮 オーケストラ・アンサンブル金沢

ピアニスト辻井伸行とオーケストラ・アンサンブル金沢のコンサートが実現！
ヨーロッパで活躍中で話題の天才トランペット奏者ルシエンヌとの共演！

※未就学児童のご入場はお断りいたします。※未就学児童のご入場はお断りいたします。

※未就学児童のご入場はお断りいたします。※未就学児童のご入場はお断りいたします。

東
の
爆
笑
王

西
の
爆
笑
王



　

道
伝
え
茶
会
は
、
平
成
十
七
年

の
高
山
市
文
化
伝
承
館
開
館
当
初

か
ら
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
で

す
。

　

と
か
く
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ

が
ち
な
茶
道
を
、
気
軽
に
楽
し
み

親
し
ん
で
も
ら
う
事
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

併
せ
て
一
月
に
開
催
し
た
「
新

春
飾
り
物
展
」
の
入
賞
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館　

　

神
明
町
四
丁
目
「
正
雲
寺
坂
」

を
上
る
。
又
は
、　

城
山
照
蓮
寺

西
側
の
階
段
を
下
る
。

※
伝
承
館
駐
車
場
は
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
照
蓮
寺
横
駐

車
場
又
は
城
山
公
園
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

［
道
伝
え
茶
会
］

・
四
月
二
十
七
日
（
土
）

　

煎
茶
席　

松
風
流

・
四
月
二
十
八
日
（
日
）　

　

抹
茶
席　

裏
千
家

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

　
（
午
後
三
時
ま
で
に
入
席
）

○
料
金　

呈
茶
券
三
百
円
（
当
日

　

券
有
）。
市
内
茶
舗
及
び
文
化

　

会
館
、
伝
承
館
に
て
発
売
中

［
新
春
飾
り
物
秀
作
展
］

　

干
支
「
亥
」
と
歌
会
始
の
お
題

「
光
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
入
賞
作

品
と
飾
り
物
同
好
会
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

○
入
場
無
料

第43回

飛
騨
文
芸
祭
作
品
募
集

『
道
伝
え
の
日
』

道
伝
え
茶
会
・
新
春
飾
り
物
秀
作
展

即位記念飾り物展

飾り物展

【
４
月
27
日
土
・
28
日
日
】

一
、応
募
資
格　
　
　

　

飛
騨
三
市
一
村
に
在
住
か
在

勤
、
出
身
の
方

二
、対
象
作
品　

　

前
年
八
月
十
六
日
か
ら
本
年
八

月
十
五
日
ま
で
に
創
作
ま
た
は
発

表
し
た
作
品（
既
発
表
作
品
も
可
）

①
小
説
、戯
曲（
脚
本
）、児
童
文
学

等　

一
篇

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
枚
以
内　

②
随
筆（
エ
ッ
セ
イ
）等　

一
篇　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内

③
評
論　

一
篇

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内

④
現
代
詩　

三
篇

⑤
短
歌
、俳
句　

十
首（
句
）

但
し
、高
校
生
以
下
は
五
首（
句
）

※
前
記
篇
（
首
・
句
）
を
超
え
て

も
不
足
し
て
も
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
①
～
③
を
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
す

る
場
合
は
、
原
稿
用
紙
形
式
で
印

刷
・
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
短
歌
・
俳
句
な
ど
で
は
、
旧
仮

名
・
新
仮
名
の
使
い
分
け
を
明
確

に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、応
募
方
法

○
応
募
作
品
に
、作
品
の
区
分
（
小

説
、
短
歌
な
ど
）、
〒
、
住
所
、
氏

名
（
筆
名
）、
電
話
番
号
を
記
入

○
高
校
生
以
下
の
応
募
者
は
、
学

校
名
と
学
年
を
明
記

○
封
筒
に「
文
芸
祭
応
募
」と
記
入

○
既
発
表
作
品
の
場
合
は
、
印
刷

物
又
は
コ
ピ
ー
に
よ
る
提
出
も
可

※
対
象
作
品
中
①
～
③
の
入
賞
作

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
、応
募
締
切
、送
付
先

○
本
年
八
月
十
五
日
（
当
日
消
印

有
効
）

○
郵
送　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三

高
山
市
昭
和
町
一
‐
一
八
八-

一（
一

社
）
高
山
市
文
化
協
会
事
務
局
宛

○
メ
ー
ル　

m
ail@

takayam
a-

bunka.org

○
高
山
市
民
文
化
会
館
窓
口
に
直

接
提
出
も
可

五
、審
査
、発
表

○
高
山
市
文
化
協
会
文
芸
部
委
員

と
文
芸
部
門
選
出
の
役
員
で
予
選

し
、
最
終
審
査
は
必
要
に
応
じ
専

門
の
経
験
者
を
加
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
九
月
中
に
入
賞
者
へ
通
知
、
十

月
の
広
報
「
高
山
の
文
化
」
等
に

て
発
表

六
、賞

　

以
下
の
賞
に
対
し
、
賞
状
と
副

賞
を
授
与
し
ま
す
。

○
文
芸
祭
賞　

一
名

○
江
夏
美
好
賞（
小
説
）　

一
名

○
入
賞（
市
長
賞
ほ
か
）

　

十
名
前
後

○
青
竜
賞（
高
校
生
以
下
）

　

若
干
名

七
、そ
の
他

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
問
合
せ　

高
山
市
文
化
協
会

（
℡
〇
五
七
七
‐
三
四
‐
六
五
五
〇
）

　

和わ
に
い
ち
た
ろ
う

仁
市
太
郎
さ
ん
は
、
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
吉
城

郡
船
津
町
（
現
・
飛
騨
市
神
岡

町
）
に
和
仁
岩
次
郎
・
き
く
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
、
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
）
三
月
、
旧
船
津

高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時

に
、
三
井
鉱
山
㈱
の
傍
系
で
あ
る

神
岡
水
電
㈱
の
給
仕
と
し
て
就
職

し
た
。

　

和
仁
さ
ん
は
、
九
歳
の
時
に
父

の
死
に
遭
い
、
そ
の
後
に
和
仁
家

（一社）高山市文化協会　2019年度事業計画
月　日 事　業　名 内　容　・　場　所

毎月開催 理事会・評議員会
随時開催 三役会
随　時 市長と語る会

〃 国内･国外他都市との文化団体の交流
〃 設立７０周年記念事業 事業の推進

通　年 高山市近代文学館の研究・調査 高山近代文学館の研究・調査資料収集

〃 指定管理受託 文化会館、文化伝承館、国府文化ホール、松本
家住宅、宮地家住宅

〃 高山市文化協会組織強化 高山市文化協会・メセナメイト会員随時募集
〃 ホームページ 高山市民文化会館・自主事業・文化協会事業案内
〃 自然環境保護事業 自然保護事業の取り組みについて
〃 初心者入門講座 初心者入門講座の開設継続

〃 広報発行 月1回程度発行　事業案内・作品募集・事業報
告・団体会員の紹介等

〃 私のあしながおじさん事業 子どもの貧困対策の推進に関する法律に定める
基本理念の推進

〃 新 市民文化会館建設推進運動 特別委員会による調査研究及び提言
市民啓発・募金活動

随　時 70周年記念映画製作・上映 瀧井孝作原作「初めての女」

〃 高山市文化伝承館「道伝えの日」 4/27～28道伝え茶会・飾り物展
9/28お月見歌会、11/9芭蕉忌句会

5月10日～12日 即位記念飾り物展 市民文化芸術鑑賞事業 文化会館 4階大会議室
5月00日 平成31年定時社員総会 平成30年度決算総会　文化会館

6月1日～2日 高山文化フォーラム2019 高山市民文化会館　芸能・展示
6月3日 高山市文化協会設立70周年記念式典 ひだホテルプラザ
6月20日 久々野・桃源郷寄席 市民文化芸術鑑賞事業　久々野公民館
6月23日 市民歴史散歩 第19回市民歴史散歩　上宝　
7月17日 辻井伸行＆ルシエンヌ　OEKコンサート 市民文化芸術鑑賞事業 文化会館大ホール
8月22日 文学碑掃苔 文学散歩道整備・清掃
8月29日 演劇　A列車に乗っていこう 市民文化芸術鑑賞事業 文化会館小ホール
10月3日 森山良子コンサート 　  　 　 〃 　　  　　 文化会館大ホール
10月14日 人形浄瑠璃　文楽 　  　 　 〃 　　  　　 文化会館大ホール

11月15日～17日 日本板画院　高山展 高山市民文化会館　3階講堂
11月21日 丹生川・春風亭昇太爆笑寄席 市民文化芸術鑑賞事業 丹生川文化ホール
11月下旬 飛騨文芸№43 第43回飛騨文芸祭入賞作品集発行
12月7日 ミュージカル　ジパング青春記 市民文化芸術鑑賞事業 文化会館大ホール
12月22日 国府・吹奏楽 音楽の絵本（ブラスサンタ）　  　 　 〃 　　  　　  こくふ交流センター

毎月1回以上 ワンコインシネマ（シネマウィーク他１6日間）市民文化芸術鑑賞事業 文化会館小ホール
奥飛騨総合文化センター（6/30）

2020年
1月1日

新年市民互礼会・文化功労者顕彰
飛騨文芸祭入賞者表彰

ひだホテルプラザ
第43回飛騨文芸祭入賞者表彰式

1月10日～12日 飾り物展 市民文化芸術鑑賞事業 文化会館 3階講堂
2月15日～16日 文化協会特別展 高山市民文化会館　3階講堂

未定 会員研修旅行 先進地・施設研修
〃 近代文学館企画展 高山市近代文学館　煥章館
〃 近代文学館講演会 　　　 　 〃 　　　　
3月 爆クラ（爆音クラシック） 市民文化芸術鑑賞事業 文化会館大ホール
3月 2020年 定時社員総会 2020年度予算総会　八幡宮参集殿

神岡水電事務所にて

自宅にて

※この他にもいくつかの事業を予定しています　※日程は変更する場合がありますので、ご了承ください

「山脈詩派の詩人」
和仁 市太郎

林格男

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事

ミ
ル
ロ
ー
ズ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ 

発
表
会

◇
日
時　

四
月
二
十
七
日
（
土
）

　

午
後
三
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

  

会
員
短
信

文
化
協
会
会
員
の
元
田
木
山
さ
ん

が
、
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
の
審
査

員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

［
第
四
十
九
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
］

◇
日
時　

四
月
二
十
日
（
土
）
～

　

五
月
二
日
（
木
）

◇
会
場　

東
京
都
美
術
館５月１日の天皇陛下即位を記念し、祝賀の

飾り物展を開催します。
◇テーマ　「天皇即位」又は「祝賀」
◇市内在住の個人、団体
◇規格　幅100cm×奥行90cm以内
◇応募　所定の用紙に記入の上、４月２０日
　　　　（土）までに文化会館窓口へ提出、
　　　　又は郵送・ＦＡＸ

◇日時　５月１０日(金)～１２日(日)
　　　　午前９時～午後５時
　　　　（最終日は午後４時まで）
◇会場　文化会館４階

〈作品募集〉

●講師　松浦晃一郎氏（ユネスコ第8代事務局長）
　　　  野口昇氏（日本ユネスコ協会連盟副会長）
●日時　4/13㊏午後7時開講
●会場　文化会館3階講堂 入場

無料
【主催】高山ユネスコ協会

入場
無料

72

へ
入
れ
ら
れ
た
養
父
は
、
他ひ

と人
の

た
め
に
借
金
を
重
ね
る
ほ
ど
の
お

人
好
し
で
、
和
仁
さ
ん
に
は
弟
妹

も
多
く
て
家
は
貧
し
く
、
中
等
学

校
は
お
ろ
か
高
等
科
へ
進
む
余
裕

も
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
和
仁
さ
ん
の
言
葉
を

借
り
る
と
、
そ
の
お
養と

う父
さ
ん

は
「
ど
ん
な
大
学
者
に
も
道
徳
家

に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
人
道
の
実

践
者
」
で
、
和
仁
さ
ん
は
終
生
そ

の
お
養と

う父
さ
ん
を
敬
愛
し
て
や
ま

ず
、
宴
席
の
時
な
ど
決
ま
っ
て
誇

ら
し
げ
に
、
お
養と

う父
さ
ん
と
の
少

年
時
代
の
思
い
出
話
を
語
ら
れ

た
。

　

和
仁
さ
ん
の
温
厚
な
人
柄
、
優

し
く
自
然
を
観
つ
め
る
目
、
そ
れ

で
い
て
頑
固
に
一
本
の
筋
を
通
し

て
わ
が
道
を
行
く
生
き
方
は
、
そ

の
少
年
時
代
に
育
ま
れ
た
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
少
年
和
仁
市
太
郎

の
勤
め
先
の
事
務
所
の
本
棚
に
は

文
学
書
が
ぎ
っ
し
り
並
ん
で
い

て
、
い
つ
し
か
市
太
郎
少
年

は
文
学
の
虜
と
な
っ
た
。
や

が
て
小
学
校
の
同
窓
生
を
誘

っ
て
自
分
た
ち
の
手
で
謄
写

印
刷
の
文
芸
誌
を
発
行
す
る

よ
う
に
な
り
、二
十
歳
の
時
、

和
仁
さ
ん
は
処
女
詩
集
『
生

を
視
つ
め
て
』
を
発
行
さ
れ

た
。

　

し
か
し
、
作
品
の
レ
ベ
ル
も
印

刷
の
技
術
も
稚
拙
で
あ
る
こ
と
に

気
付
い
た
和
仁
さ
ん
は
、
一
念
発

起
し
て
上
京
。
二
年
間
詩
の
勉
学

と
謄
写
技
術
の
修
得
に
努
め
、
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
帰
郷
し

て
高
山
市
内
に
「
美
踏
社
工
房
」

を
創
業
。
間
も
な
く
村
田
祐
作
ら

数
人
の
同
士
を
誘
っ
て
同
人
誌

「
山
脈
詩
派
」
を
創
刊
す
る
の
で

あ
る
。

　
「
山
脈
詩
派
」
は
戦
中
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
、
昭
和
二
十
四
年

の
第
三
十
二
号
ま
で
続
い
た
。
そ

の
間
、
和
仁
さ
ん
は
福
田
夕
咲
・

江
馬
修
を
師
と
仰
ぎ
、「
飛
騨
短

歌
」
の
鎌
手
白
映
・
大
埜
間
霽
江

ら
と
親
交
を
深
め
な
が
ら
研
鑽
を

積
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
福
田
夕
咲
の
死
を
機

に
「
山
脈
詩
派
」
を
閉
じ
、
お
よ

そ
十
年
間
岐
阜
の
「
詩
宴
」
に
籍

を
置
い
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
、

①午後2時～②午後7時～

ワンコイン
シネマ
のご案内

全映画共通（開場各回30分前）

高山市民文化会館
小ホールにて上映

高山市民文化会館
tel.0577-33-8333

「シネマウィーク」として、3日連続
で人気映画の上映を行います。

全席自由 500円（1回券）
11枚ワンセット5,000円の
「テンコイン割」あり！！

4 5 金

　
石原裕次郎「嵐を呼ぶ男」。
1957年（101分）。
日本語音声・字幕なし

　
ドリームワークス/3Ｄアニ
メ。2017年（97分）。
日本語音声・日本語字幕

　
ヒュー・ジャックマン/ミュー
ジカル。2017年（104分）。
英語音声・日本語字幕4 6 土 4 7 日

©1957日活株式会社 DreamWorks The Boss Baby © 2018 DreamWorks Animation LLC. 
All Rights Reserved. ©2018 Universal Studios. All Rights

©2018 Twentieth Century Fox Home Entertainment LLC. 
All Rights Reserved.

ワンコインシネマ・チケット販売中！！月に一度は文化会館・小ホールで映画をお楽しみください。市民文化芸術鑑賞事業
高山市文化協会70周年記念事業

プレイ
ガイド

[共催事業のお知らせ]
高山ユネスコ協会講演会

ユネスコ無形文化遺産条約と
高山祭り

田
之
下
徳
重
が
編
集
兼
発
行
人
と

な
っ
て
創
刊
し
た
「
文
苑
ひ
だ
」、

及
び
昭
和
四
十
二
年
に
霞
好
夫
を

主
宰
と
す
る
「
飛
騨
作
家
」
の
創

刊
に
参
画
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
一

年
に
は
、
詩
人
の
虎
沢
勇
治
・
西

村
宏
一
に
誘
わ
れ
て
「
詩
誌
・
す

み
な
わ
」
を
創
刊
し
て
、
文
学
を

目
指
す
後
進
の
大
き
な
指
標
と
な

っ
た
。

　

そ
の
間
に
和
仁
さ
ん
自
身
は
、

郷
土
の
自
然
と
民
俗
に
根
を
下
ろ

し
た
人
間
性
豊
か
な
詩
集
『
禁
猟

区
に
て
』・『
薄
暮
記
』・『
私
の
植

物
誌
』
な
ど
を
刊
行
。

　

そ
う
し
た
長
年
に
わ
た
る
業
績

が
認
め
ら
れ
て
、
昭
和
五
十
五
年

岐
阜
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
芸
術

文
化
奨
励
賞
」
を
、
同
じ
年
高
山

市
文
化
協
会
か
ら
「
文
化
功
労
者

顕
彰
」
を
授
与
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
に
は
、

中
部
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
久
野
治
氏

に
よ
っ
て
、『
山
脈
詩
派
の
詩
人

─
和
仁
市
太
郎
の
詩
業
』
と
題
す

る
三
五
〇
頁
に
及
ぶ
単
行
本
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。

　

和
仁
さ
ん
は
早
く
か
ら
、
自
然

と
人
間
を
愛
す
る
庶
民
派
詩
人
と

し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き

た
が
、
今
後
は
和
仁
さ
ん
の
よ
う

な
純
粋
な
叙
情
詩
人
は
も
う
現
れ

な
い
か
も
知
れ
な
い
。


